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　このガイドブックは、主にこれまでアイヌ文化と関わりを持ったこ
とのない企業等の方々に、アイヌ文化の魅力と、アイヌ文化を取り入れ
た様々な取組について考えていただく「きっかけ」を提供することを目
指しています。
　アイヌの人々は、日本列島北部周辺、とりわけ北海道に先住する先住
民族です。独自の言語であるアイヌ語をもち、ユカラをはじめとする口
承文芸やアイヌ古式舞踊、あるいは特有のアイヌ文様などに代表され
る豊かな文化を発展させてきました。
　近年では、我が国が持つ文化の多様性の一面としてアイヌ文化が注
目されており、とりわけ、北海道においては、「雄大な大自然」「豊かな食」
といった従来の魅力に加わる新たな要素として脚光を浴びつつあります。
民間企業等においても、アイヌ文化に関心を寄せ、積極的に取り込もう
という動きが活発になっています。
　また、平成25年度から、行政機関や民間企業等の連携により、アイヌ
語のあいさつ「イランカラプテ」（こんにちは）を普及させるキャンペー
ンが始まります。これらの取組により、今後、人々のアイヌ文化への関
心がますます高まるものと期待されます。
　本書を通じて、皆様にもアイヌ文化に少しでも興味や関心を持って
いただけたら、そして小さな取組の積み重ねが大きな社会の変革につ
ながることを一緒に実感していただけたら、と願っております。

はじめに
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住居
　アイヌの人々は、食べ物や飲み水が得や
すく、災害を避けることができる川や海に
沿う場所を選び、数軒から十数軒の家が建
ち並ぶコタンと呼ばれる村を形成してい
ました。
　アイヌの人々は、村おさを中心に、コタ
ンの周りの山や川、海で、狩りや漁、農耕、
植物採集をしながら生活していました。

アイヌ文化～そのポイント

信仰
　アイヌの人々は、自然、動物、植物、道具等、
人間を取り巻くすべての事物に魂が宿る
と考え、その中でも、とりわけ人間に多く
の恵みをもたらしたり、人間が敵わないよ
うな強大な力を持つものをカムイ（神）と
して敬いました。
　光と熱を与えてくれるアペフチカムイ（火
の神）は、最も重要な神とされ、日常的に祈
りが捧げられました。

カムイノミ（儀式）

言葉
   アイヌ語は、アイヌの人々の独自の言葉です。
身近なアイヌ語のひとつには「地名」があり、
アイヌ語に由来する地名は、北海道に数多
く存在するほか、サハリン（樺太）や千島列
島、東北地方にも存在しています。
アイヌ語の例 ▶カムイ（神）、モシリ（大地）
身近なアイヌ語の例 ▶ラッコ、トナカイ
アイヌ語由来の地名の例
　▶札幌（さっぽろ）
　　←サッ（乾く）・ポロ（大きい）・ペッ（川）
　▶知床（しれとこ）
　　←シリエ（地面の）・トク（出っ張った先端（岬）

伝統的家屋（チセ）
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食文化
　自然の中に食糧を求めるアイヌの人々
は、一度で取り尽くしてしまうようなこと
はせず、例えば植物などは必ず「根」を残し、
次の年の分を確保していました。
　明治以降になると、本州から北海道への
移住者の増加ともに、アイヌの人々の食生
活は大きく変化していきました。（例：調味
料の使用）。

チェプオハウ（鮭の塩汁）

衣装
　アイヌの人々が身にまとう衣服には、普段
着と、特別な儀式のときの晴れ着があります。
　オヒョウニレ等の樹木の内皮で織った
衣服、他の民族との交流・交易で手に入れ
た木綿等の布でつくられた衣服など、様々
な種類があります。
　衣服をはじめ、アイヌの人々が身につけ
るものには、刺しゅうや継ぎ布などによっ
て渦巻き文や括弧（かっこ）文と呼ばれる
アイヌ文様が施されています。

アットゥシ
（樹皮衣）






アイヌ文化の現在
　アイヌの人々は、現在では、他の日本人と
ほぼ同じような暮らしを送っており、伝統
的な生活様式をそのまま続けている人はい
ませんが、アイヌの伝統文化の中核の部分は、
今日までしっかりと継承されています。
　「アイヌ文化の振興並びにアイヌの伝統
等に関する知識の普及及び啓発に関する
法律」の制定（1997年）を契機に、アイヌ文
化の伝承・保存活動は一層の広がりをみせ
ており、北海道はもとより、全国各地に居
住するアイヌの人々が、儀礼の伝承、アイ
ヌ語や古式舞踊の保存・継承など、伝統文
化の復興に取り組んでいます。

芸能
【アイヌ古式舞踊】
　アイヌの伝統的な踊りは、日々の生活や
儀礼の中で受け継がれてきました。
　楽器は使わず、歌と手拍子で踊ります。
　1984年に国の重要無形民俗文化財、

アイヌ古式舞踊（鶴の舞）

2009年にユネスコ無形文化遺産に、それ
ぞれ登録され、北海道をはじめ、全国各地
で披露されています。
【楽器】 
ムックリ：口琴、トンコリ：竪琴
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ムックリ（口琴）


